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研究成果の概要（和文）：　本研究は、スリランカの上座部大寺派が伝承したパーリ仏典に基づいてスリランカ
仏教史を構築する方法論的問題の解決を目指し、スリランカに関連する漢訳仏典を活用して、立体的なスリラン
カ仏教史の再構築を目指した。その研究成果として、古代インドには存在しなかった史書がスリランカに成立し
た歴史的経緯を明らかにすることができた。漢語資料とパーリ文献との比較調査の過程で、『島史』の構造を解
明することに成功し、仏教の中心地であるインド本土に対し周縁にあったスリランカにおいて、大寺が自らを仏
教世界の中心に位置づけるために年代記の形式がスリランカに生まれる経緯を論じた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to solve the methodological problem of building the history
 of Sri Lankan Buddhism based on the Pali Buddhist tradition handed down by the Mahavihara in Sri 
Lanka, and reconstruct Sri Lankan Buddhist history by the comparative research between Pali 
literature and the Chinese translation of the Buddhist scriptures. Using this approach, I focused on
 the Dipavamsa, which is the first Pali text compiled in Sri lanka. I succeeded in the redaction 
criticism of this text, and discussed how the Dipavamsa described the Mahavihara as a global center 
of Buddhist world, and how it gave the genre of historiography in Sri Lanka.

研究分野：仏教学

キーワード： スリランカ　上座部　大寺　史書　島史　大史　漢訳仏典

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 スリランカは、東アジアや西アジアの影響を受けずに史書というジャンルを作り出したため、本研究は歴史意
識や史書の研究に貢献するものである。本研究の成果は、「スリランカにおける史書の誕生」（『東方学』
133）として発表され、その論文により、2017年、東方学会賞を受賞した。さらに、本研究は、上座部大寺派が
自己形成する歴史的過程を解明することにも貢献した。本研究成果を含む、上座部仏教形成史の研究は、2019
年、日本学術振興会賞を受賞した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 中世スリランカの仏教は、大乗を受容した無畏山寺派や祇多林寺派と、大乗を斥けた大寺

派との三派に大きく分かれた。現存するパーリ文献はすべて大寺派が伝承したものである。

パーリ文献の中でも、最初の史書である『島史』の研究に焦点を当てるならば、その概要に

ついては、Norman (1983: 115–117)、Collins (1990: 99–101)、Law (1994: 1–9)、von Hinüber (1996: 

§182–188)があり、『島史』の源泉資料や言語的特徴については、Geiger (1905), Bechert (1969) 

(1971), Frauwallner (1984), Tsuchida (1987)があり、『島史』の成立背景を考察した Kiribamune 

(1979) 、Walters (1997) (1998) (1999) (2000)、Thapar (2013: 418–421)があるが、『島史』編纂者

の編集作業を論じた研究は存在しなかった。 
 

２．研究の目的 

本研究は、スリランカの上座部大寺派が伝承したパーリ仏典に基づいてスリランカ仏教

史を構築する方法論的問題の解決を目指し、漢訳仏典を活用して、それらとの比較において

パーリ仏典を調査し、立体的なスリランカ仏教史の再構築を目指した。 

 

３．研究の方法 

 スリランカで最初に成立した現存パーリ文献である『島史』の読解を進める一方で、漢訳

仏典を中心とした非大寺派資料における内容の対応を調査した。その上で、『島史』の構造

を分析し、その編纂者の編集作業を再構成した。 

 

４．研究成果 

本研究の成果として、古代インドには存在しなかった史書がスリランカに成立した歴史的経

緯を明らかにすることができた（馬場 2017）。その内容は、以下のようにまとめられる。『島史』

の編纂者は、仏教の中心地であるインド本土と周縁にあったスリランカの関係を逆転し、仏（聖

地）と法（結集仏説）と外護者（王権）という三点で、大寺の僧伽を仏教世界の正統に位置づけ

た。すなわち、インド仏教にかんする諸伝承を結集仏典（上座説）が代々継承されてマヒンダに

至った歴史としてまとめ、スリランカの王権にかんする諸伝承をマハーサンマタ王、ひいては釈

迦族の末裔であるデーヴァーナンピヤ・ティッサ王を中心とする歴史としてまとめ、スリランカ

仏教にかんする諸伝承を聖地としての大寺を軸にまとめたうえで、これら三つの要素が大寺の

設立の場面で一つに結びつく歴史を作り上げたのである。部派とその本拠地の両方を仏教世界

の中心に据える『島史』により独自の正統意識を形成した上座部大寺派は、その後のスリランカ

仏教に大きな影響を与えた。 
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